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・この度は、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

○ラバーマウントステーと別にアルミ削り出しライトカウルステーを設けています。
　アルミカウルステーにはウインカー取付用８ｍｍ穴があり、フロントウインカーを合わせて交換する事で、精悍なまとまりのあるフロント周りを
　演出します。
○本キットのウインカーステーには、当社製ストリームラインウインカーキット　（ブラック：０９－０３－０９３２　・メッキ：０９－０３－
　０９３３）を取り付ける事が出来ます。

～特　徴～

◎本製品はデジタル回路を使用した精密機器です。誤ったご使用は故障の原因になります。
　必ず本取扱説明書及び、別冊メーター本体取扱説明書の内容をすべてご確認、ご理解の上でご使用、取り付けて下さい。
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により、事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当社製品以外の部品に不具合が発生しても当社製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記適応車種の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎補修部品に付きましては商品番号及び図中の番号にてお申し込み下さい。尚、不明な点がございましたらお買い求め販売店にお問い合わせ下さい。
◎スパークプラグは必ず抵抗入りプラグを使用し、当社製ハイパーＣ．Ｄ．Ｉ．を除いて他の点火系部品との併用はなさらないで下さい。タコメーター
　が正常に作動しなくなります。
◎当キットに付属している温度センサーを使用する場合、下記のアダプターの何れかが別途必要になります。
・オイルドレンボルトアダプター （０７－０４－０５４）
・オイルクーラーホース用アダプター（ホース内径８ｍｍ）（０７－０４－０５２１）
◎キック始動時の不安定電圧によるメーターの誤作動を防ぐ為、約２０００ｒｐｍ以下では、電源がＯＮにならない仕組みになっています。そのた
　め、エンジンが始動後、メーターの電源がＯＮになるように回転数を上げて下さい。
　メーター電源が一度ＯＮになったあとは、約８．５Ｖまで下がってもＯＦＦにはなりません。
◎エンジン回転数が高回転（約１１０００ｒｐｍ付近）で、数値に乱れが起こる場合があります。この場合、別売りのハイパーＣ．Ｄ．Ｉ．（０７－
　０２－１９）を取り付けますと回転数値が安定します。
◎純正フロントウインカーは使用で出来ませんので、別途当社製ストリームラインウインカーキット等をご用意下さい。

◎ＸＲ５０/ １００モタードはヘッドランプなどのワット数の多いバルブが切れますと、消費できない電力分、電気系全体での電圧が上がってしま
　い、他のバルブやメーターに大きな負担を与えます。バルブ切れの際は、直ちに走行を止めて下さい。
◎ランプへの配線を遮断するだけの簡易ＯＮ/ ＯＦＦスイッチは、ＯＦＦにすると上記同様バルブ切れの状態になりますので、絶対に取り付けない
　で下さい。

～ヘッドランプバルブやテールバルブの球切れにご注意下さい～

ＸＲモタード用　スーパーマルチＬＣＤメーターキット
（Ｘ３ステー）取扱説明書

商品番号：０９－０１－０９０８

適応車種およびフレーム番号
ＨＯＮＤＡ　
ＸＲ５０モタード　　ＡＤ１４-１０００００１～
ＸＲ１００モタード　ＨＤ１３-１０００００１～

 ・一般公道では、法的速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
　　（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）

注意 下記内容を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・製品梱包のビニール袋は、幼児の手の届かない所に保管するか、廃棄処分して下さい。（幼児がかぶったりすると、窒息の恐れがあります。）

　警告 下記内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。
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～商　品　内　容～

～取　り　付　け　要　領～

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、商品の材料および加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は
　交換させて戴きます。但し、正しい取り付け、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の
　費用は対象となりません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

１．水平で安全な場所で、メンテナンススタンド等を用いて車両を安定

　　させます。
２．フロントカウル両サイドのスクリューを取り外し、ヘッドライトや
　　ホーンの配線カプラーを外し、フロントカウルを車両より取り外し
　　ます。
３．純正スピードメーターの配線カプラーとスピードメーターケーブル
　　を取り外します。
４．メインスイッチ・ニュートラルランプ・左右ウインカーの配線カプ
　　ラーを取り外します。
５．純正メーターステーを車両より取り外します。

●純正パーツの取り外し
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６．取り外したメーターステーより、メインスイッチを取り外します。
　　写真の矢印部分に爪がありますので、細いマイナスドライバー等で
　　押す等して、メインスイッチを取り外してく下さい。
　　（簡単には外れない構造になっています。）

※写真はステー裏側から撮影した物です。

番号 部　品　名 個数
１ スーパーマルチＬＣＤメーター本体 １
２ メーターステー １
３ メーターステーブラケット １
４ クッションラバーＬ ２
５ クッションカラー ２
６ イグニッションスイッチカバー １
７ タッピングスクリュー ２
８ ウインカーステー ２
９ ライトカウルウインカーステー　Ｒ １

１０ ライトカウルウインカーステー　Ｌ １
１１ ボタンヘッドスクリュー　８×２０ ２
１２ フランジナット　８ｍｍ ２
１３ アルミカラー ２
１４ プレーンワッシャ ２
１５ ソケットキャップスクリュー　６×３０ ２
１６ ナット　６ｍｍ ２
１７ メーターコード １
１８ 温度センサーセット １
１９ ピックアップコード １
２０ 収縮チューブ １
２１ クッションラバー　Ｓ ３
２２ タッピングスクリュー（黒色） ３
２３ プレーンワッシャ　４ｍｍ（黒色） ３
２４ ６角穴つき止めネジ　３×５ １
２５ Ｌレンチ　１.５ｍｍ １
２６ タイラップ ２
２７ メーターサブコード　 １
２８ メーターサブコード　２ １
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７．純正トップブリッジを取り外します。

　　取り外しの詳細に関しては、メーカー純正のサービスマニュアルを
　　参考に行ってください。
８．純正メーターステーのノーマルライトカウルステーを図を参照して
　　左右共に切除して下さい。
　　切断後、切断面が錆びないようにタッチアップペイントをしておく
　　事をお勧めします。

１．トップブリッジを取り外した車両に、図を参照しながらウインカー
　　ステーを取り付けます。
２．左右共に同様の作業を行って下さい。

●フロントウインカーの取り付け

３．トップブリッジを元通り組み付けます。

１．本キットのメーターステーにクッションラバーＳを３つ取り付けま
　　す。

●ステーの組立て

２．本キットのメーターステーブラケットの穴の大きい方にクッション

　　ラバーＬを２つ取り付けます。
３．メーターステーブラケットに取り付けたクッションラバーＬに、　　
　　クッションカラーを向きに注意して差し込みます。

４．メーターステーとメーターステーブラケットを組み立てます。

　　６ｘ３０ソケットキャップスクリューにプレーンワッシャを通し、　
　　メーターステー長穴の裏側から通します。
　　次にアルミカラーを通してから、メーターステーブラケットに通し、
　　クッションカラー側に６ｍｍナットを取り付けます。
　　取り付け位置は、メーターステーを折り曲げている側に一番近い長
　　穴のところにスクリューが来るようにします。
　　トルク：４Ｎ・ｍ（０．４ｋｇｆ・ｍ）

５．付属のコンビネーションスイッチカバーに、取り外しておいた純正
　　メインスイッチを通します。

※写真はステー裏側から撮影した物です。

６．コンビネーションスイッチカバーに取り付けたメインスイッチを、　
　　Ｘ３メーターステーに取り付け、タッピングスクリュー２本で固定
　　します。
７．スーパーマルチＬＣＤメーターを組み立てたステーに取り付け、

　　ステー裏側からワッシャ（黒）を通したタッピングスクリュー（黒）
　　３本で固定します。
８．スーパーマルチＬＣＤメーターに、メーターコードを差し込んでお
　　きます。
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１．トップブリッジ裏面のハンドルロワーホルダーのナットを外し、裏
　　側に先程組み立てたメーターステーを通し、純正ワッシャとナット
　　で固定します。
　　トルク：３４Ｎ・ｍ（３．５ｋｇｆ・ｍ）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　［ノーマルトップブリッジの場合］
　　　　　　１８Ｎ・ｍ　（１．８ｋｇｆ・ｍ）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　［当社製トップブリッジの場合］
２．スピードメーターケーブルをスーパーマルチＬＣＤメーター本体に
　　接続します。

●車両へスーパーマルチＬＣＤメーターの取り付け

１．ピックアップコード（茶色）を、車両のハイテンションコードのイ
　　グニッションコイルに近い位置で約５周巻き付け、絶縁テープ等で
　　緩まないように仮止めをして下さい。

●スーパーマルチＬＣＤメーターの配線

２．ハイテンションコードからプラグキャップを外し、絶縁テープで仮
　　止めした部分に収縮チューブを被せるように通し、ドライヤー等で
　　チューブを熱し、収縮させて下さい。
　　チューブの収縮温度は約９０℃以上で、元の内径の約５０％まで収
　　縮します。
　　警告：タンクにはガソリンがあり、非常に危険ですので、ライター

　　　　　等の火炎を使用してチューブを収縮させる事は絶対に止めて
　　　　　下さい。

１．スーパーマルチＬＣＤメーターの配線が終わったら、外しておいた
　　ヘッドライトカウルとホーンの配線を元通り接続します。
２．ヘッドライトカウルを仮付けし、メーター本体との干渉がないか確
　　認します。干渉がある場合は、メーターを固定しているステーの　

　　ナットを緩め、メーター位置を調整し、ヘッドライトカウルを元通
　　り取り付けます。
３．取り外したスクリュー類やハーネス類を確認し、ステアリングを左
　　右に一杯に切ってハーネスの噛み込み等が無いか確認して下さい。
４．ヘッドライトや灯火類が確実に付くか確認し、必要に応じてヘッド
　　ライトの光軸を調整行って下さい。

●カウルの取り付け

イグニッションコイル

　　　ピックアップコード
（ハイテンションコード用）

ハイテンション
コード

保護チューブの上から巻いても問題ありません。

(－)側

C.D.I.へ

茶コード

取り外す方向

取り付ける方向

ハイテンションコード

プラグキャップ

イグニッションコイル

熱収縮チューブ

３．プラグキャップをハイテンションコードにしっかりと取り付けて下
　　さい。
４．※温度センサーを使用する場合、本キット付属の温度センサーのス
　　　ティック部分を所定の場所に取り付けて下さい。
　　　（温度センサーを使用しない場合は、そのまま次へ進んで下さい。）
５．先程取り付けたピックアップコード及び温度センサーをヘッドライ
　　ト付近まで取り回し、たるんだ線は走行に支障がないようにタイ　

　　ラップを用いてフレーム等に固定して下さい。
６．別紙配線図を参照し、スーパーマルチＬＣＤメーターから出ている
　　メーターコードを接続します。
　　間違いの無いように、確実に接続して下さい。
７．スピードメーターケーブルを接続し、ヘッドライトユニットを接続
　　した状態でエンジンを始動し、各ランプの点灯状態とタコメーター
　　の作動確認を行って下さい。
　　問題が無ければ安全な場所で低速走行を行い、スピードメーターの

　　作動を確認して下さい。
　　注意：エンジンを回転させる場合は、必ずヘッドライトユニットを
　　　　　接続した状態で行って下さい。
　　　　　接続しないと過電圧によりＬＥＤ照明が破損する恐れがあり
　　　　　ます。
　　警告：エンジンを回転させる場合は、必ず換気の良い場所で行って
　　　　　下さい。

３．別紙配線図を参照し、車両側ハーネスとハンドルスイッチを接続し

　　ているカプラー（黒色・６ピン）を外して、本キットのメーターサ
　　ブコードを間に取り付け、ニュートラルランプが付いていたカプ　
　　ラー（茶色・２ピン）に、メーターサブコード２を取り付けます。
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～配　線　図～

コネクターの
向きに注意

[黒]＋１２Ｖ電源

[緑]－（アース）

[橙]右ウインカー

[青]左ウインカー

[緑／白]ニュートラル

温度計配線

[黄]ガソリン計

[茶]タコメーター

[灰]ＯＩＬ警告など

メーターサブコード２

※使用しません

※使用しません

[茶]ピックアップコード

イグニッションコイル

プラグはレジスタータイプ
を使用して下さい。
ハイテンションコード、
イグニッションコイルも
ノーマルをご使用下さい。

温度センサーコード スティックタイプ
温度センサー

付属品
茶色・２ピンカプラ―

黒色・６ピンカプラ―

車両側ハーネス

メーターサブコード

[黒]

[緑]

[橙]

[青]

[若葉]
[黒]

[若葉／赤]

車両側ハーネス
ハンドルスイッチへ

メーターサブコード

メーターサブコード２

カプラ―接続図

〒５８４－００６９　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号
TEL ０７２１－２５－１３５７　FAX ０７２１－２４－５０５９
URL　http://www.takegawa.co.jp


